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本
書は
「
紀
要・
雑
誌・
論
文
集
等に
発
表し
た
国
語
史
中
世の
語
実・

語
法に
関す
る
論
文
を
内
容に
よ
り

整
理し 、
一
番に
ま
と
め
た
も
の」(序

言)
で
あ
り 、

昭
和日
年か
ら
平
成7
年ま
で
の
論
文が
収め
ら
れ
てい
る 。

著
者は 、
こ
れ
ま
で
に
多
数の
総
索
引を
作
成・
公
刊し
てこ
ら
れ 、
な
か

で
も「
論
語
抄の
国
語
学
的
研
究」(影印篇 、
研究・
索引篇)
は 、
評
者も
常々

そ
の
学
恩
を
蒙っ
てい
る
とこ
ろ
で
あ
る
が 、
本
書に
よっ
てこ
れ
ま
で
の

論
文が一
冊に
ま
と
め
ら
れ 、
そ
の
全
体
像が
示
さ
れ
るこ
と
と
なっ
た 。

ま
ず
本
書の
目
次の
概
略を
掲げ
る 。
説
明の
便宜
の
た
め 、
各
章に
①

か
ら
⑮の
通し
番
号
を
付し
た 。

(r国語学j第52巻3号

第一
篇
中
世
前
期の
語
実・
語
法

①
第一
章
『
保元
物
語』
『
平
治
物語』
の
語
商品
論
的
考
察

②第二
章
法
華
百座
間
書
抄に
お
け
る
助
動
調

③
第三
章
中
世
語
法よ
りみ
た「
発
心
集」
l|国語資料としての性

格|

来

田

隆

④
第四
章
和
漢
混
清
文と
し
て
の『沙
石
集」
につ
い
て
l|漢語サ変動

詞か
ら
み
た
和
漢の
混
清現

象||

⑤第五
章
古
典
語の
サ
変
動
調につ
い
て
の一
考
察
ー-

Z石集」をとお

して
見た
lll

『
無
名
草
子』
に
お
け
る
批評
語と
し
て
の
形
容
調・
形
容
動

⑥
第六
章
司可

第二
篤
中
世
後
期の
語
集・
語
法

⑦第一
章
室
町
時
代に
お
け
る
「こ
そ」
の
係
り
結び

@
第二
章
室
町
時
代に
お
け
る
助
調「パ
シ」

@
第三
章
室
町
時
代に
お
け
る
副
調
「
必ズ」
と
「
定メ
テ」
をめ
ぐ

っ
て

⑩
第四
章
中
世
語と
し
て
の
副
詞「か
まへ
て」

⑪
第五
章
接
頭
語「
御」
を
冠し
た
形
容
調の
敬
譲
表
現
ll御伽草子を

中心として
||

⑫
第
六
章

御
伽
草
子
の
形
容
詞
ーーその
語象
的変遷の
過
程を
踏ま
えて
||

⑬
第
七
章

御
伽
草
子
の
美
的
表
現
||「うつ
くし」
「いつ
くし」
をめ
ぐっ
て



⑪
第八
章
御
伽
草
子の
文
章

⑮
第九
掌
国
語
史
上
に
お
け
る
『長
恨歌・
琵
琶
行
抄』

⑮
第
十
章
『
琵
琶
行
抄」
の
語
染

第三
篇
論
語
抄の
国
語
学
的
考
察

⑪第一
章
書
陵
部
蔵
『
魯
論
抄』
の
本
文の
考
察

⑮
第二
章
国
語
資
料と
し
て
の
筈
陵
部
蔵『
魯
論
抄」

⑮
第三
章
表
現
形
式
よ
り
見た
『
論
語
抄」
の
文
体の
考
察

⑮
第四
章
「
論
語
抄』
の
漢
文
訓
読
語につ
い
て
の一
考
察

@第五
章
「
論
語
抄』
の
語
法H

⑫第六
章
『
論
語
抄』
の
語
法口

⑫
第七
章
『
論
語
抄』
の
待
遇
表
現
||敬語動詞を中心に
1l

⑪
第八
章
『
論
語
抄』
の
形
容
詞

第四
篇
鶏
肋

⑮第一
章
「と
ば
か
り(暫時こ
考

⑮
第二
章
「し
ば
ら
く(断固くこ

考

⑫
第三
章
語誌
類衆

⑮
第四
章
御
物
本
『
更
級日
記』
に
お
け
る
字
音
語の
仮
名
表
記

⑮
第五
章
伏見
院
展
翰
本『
松
浦
宮
物
語』
の
和
語の
仮
名
遣い
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目
次か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
うに 、
本
書は
著
者の
こ
れ
まで
の
論
文の
集

成で
あ
る 。
時
代は
院
政・
鎌
倉
時
代か
ら
室
町
時
代に
及び 、
分
野
も
語

会・
語
法・
表
記と
多
岐に
わたっ
てい
る 。
従っ
て 、
そ
の
全
体に
閉す

る
言及は
評
者に
は
荷が
重
く 、

個
別の
論
文につ
い
て
順
次
感想
めい
た

も
の
を
述べ
させ
て
頂き
たい
と
思う 。
本書の
概
要
や
各
論
文の
要
点に

つ
い
て
は
著
者に
よっ
て「
序
言」
に
示
さ
れ
てい
るが 、
記
述の
都
合上 、

評
者な
り
に
概
要
を
ま
と
め
て
ゆ
きたい 。
な
お 、
第四
篇
「
鶏
肋」
につ

い
て
は 、
紙
幅の
都
合も
あ
り 、
取り
上
げ
ない
こ
と
をお
断り
し
て
お
き

たし 。第一
篇は
中
世
前
期の
語
会・
語法を
論じたものがまとめられてい
る 。

①
⑤
⑤は
和
漢
混漏
文
資
料を
対
象と
し
て 、
和
漢
混
清
文な
る
もの
の

用
語の
内
実
を
明ら
か
に
し
よ
うと
し
た
もの
で
あ
る 。

①は
『
保元
物語』
と
「
平
治
物
語」
につ
い
て 、
動
調
語
梨・
形
容
調

語
如来の
数量
的
考
察と 、
和
文
語と
漢
文
訓
読
語 、
変
体漢
文
特
有
語の
混

清の
実
態 、
サ
変
動
調の
使用
実
態につ
い
て 、
数量と
と
も
に
具
体
例
を

あ
げ
て
詳
細に
記
述
し
た
もの
で
あ
る 。
か
か
る
労
多き
仕
事は
「
保元
物

語
総
索
引』
『
平
治
物
語
総
索
引』
の
作
成
者な
れ
ばこ
そで
あ
る 。
本
書の

「
後
記」
で 、
「
索
引
作成は
語
奨・
語
法
研
究の
要で
あ
る」
と
言われ
て

い
るが 、
著
者と
似
通っ
た
体
験
を
持つ
評
者に
は
同感
を
禁じ
得ない
と

こ
ろ
で
あ
る 。

④⑤は
『
沙
石
集』
を
対
象と
し
て 、
漢
語サ
変
動
詞の
観
点か
ら
和漢

の
混
渚の
実
態
を
考
察し
た
もの
で
あ
る 。
④で
は 、
他の
説
話文
学
資
料

の
デl
タ
と
の
比
較か
ら 、
「
沙
石
集」
は「
非日
常
的な
漢一訪問」
が
サ
変
動

詞
化す
る
傾
向が
強い
こ
と
や 、
そ
れ
に
下
接す
る
助
動
詞・
助
詞の
連
接
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状
態か
ら 、
和
文
的
要
素の
強い
和漢
混
請
文で
あ
る
と
結
論
さ
れ
てい
る 。

こ
こ
で「
和
文
的」
とい
う
場
合 、
「あ
る
作
品が
他
作
品と
の
共
通
度の
高

い
漢
語サ
変
動
詞を
有し
てい
る
とい
うこ
と」(削ぺ)
が一
つ
の
根
拠に

なっ
てい
る 。

②『
法
華
百
座
間
書
抄』
は
複
数の
講
師の
説
教の
聞
書で
あ
り 、
文
章
構

成
も
説
話
部
分と
説教
部
分と
か
ら
成
り 、
そ
れ
ぞ
れ
に
用
語に
異な
り
を

見せ
る
興
味
尽き
ない
資
料で
あ
る 。
②で
は 、
助
動
詞の
意
味・
用
法
を

説
話
部と
説
教
部と
の
分
布を
視
点と
し
て
考
察さ
れ
てい
る 。
文
献に
よ

っ
て
個
別の
助
動
詞の
使
用
率に
差
異の
あ
るこ
と
を
示
さ
れ
た
〈
表2〉

は
示
唆
的で
あ
る 。

③は
「
発
心
集』
慶
安
四
年
刊
本につ
い
て 、
刊
本な
が
ら
成立
時の
鎌

倉
初
期の
語
法上
の
特
徴が
少な
か
ら
ず
認め
ら
れ
るこ
と
を
述べ
た
も
の

で
あ
る 。
か
か
る
資
料の
場
合 、
他に
伝
本が
存す
れ
ば 、
そ
れ
に
よっ
て

本文
を
校
訂
す
るこ
と
が一
層重
要に
なっ
てこ
よ
う 。

@は
「
無
名
草
子』
の
形
容
詞・
形
容
動
詞につ
い
て 、
全
体で
用い
ら

れ
る
も
の
と
批
評
部に
用い
ら
れ
る
も
の
と
を
比
較し 、
使
用
数の
多い一

三
語につ
い
て「
源
氏
物
語」
批
評で
の
現れ
方など
を
検
討し 、
「
あは
れ

な
り」
に
最
高の
美
的
表
現
価
値が
与え
ら
れ
てい
る
と
さ
れ
てい
る 。
た

だ 、
「
作
者の
批
評の
姿
勢を
も
窺お
うと
する」(附ぺ)
と
な
れ
ば 、
語
黛

論と
は
別の
方
法が
求め
ら
れ
よ
う 。

評) r国語史の中世論孜j〔筈

第二
篇は
中
世後
期(室町時代)
の
語
会・
語
法につ
い
て
論じ
た
も
の

が
ま
と
め
ら
れ
てい
る 。

⑦は
室
町
時
代に
於
け
るコ
ソ
の
係り
結び
の
崩
嬢
過
程と
そ
の
要
因を

探っ
た
も
の 。
i

車屋
本
謡
曲日日
大
山
寺
本
曽
我
物
語一m
虎
明
本狂ヰ一一口-w
論

語
抄v
天
草
本平
家
物
語
を
取り
上
げ 、
結び
につ
い
て
は
助動
詞の
み
な

ら
ず
全
て
の
語が
具
体
的に
比
較さ
れ
てい
る 。
こ
こ
に
著
者の
徹
底し
た

方
法が
よ
く

現れ
てい
る 。
i
n
といっ
た
文
語
資
料で
は
助
動
調に
の
み

乱れ
が
見ら
れ 、…川
以
下で
は
乱れ
が
用
言に
ま
で
及ん
でい
るこ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
てい
る 。
崩
壊の
要
因につ
い
て
は 、「
助
動
詞に
そ
の
形
を
変

え
た
も
の
が
少な
くな
かっ
た」
と
す
る
柳田
征
司氏
説(『室町時代の
国

語」)
を
確
認し
た
もの
と
なっ
てい
る 。

@は
室
町
時
代の
口
語
資
料七
点と
文
語
資
料四
点を
取り
上
げてパ
シ

の
意
味・
用
法
を
考
察し
た
も
の 。
文
学
的
内
容
を
もっ
た
文
献で
は
意
味

も
用
法も
限
定さ
れ
てい
る
の
に
対し
て 、
抄
物で
は
幅
広い
用
法
を
見せ

るこ
と
が
指
摘さ
れ
てい
る 。
そ
の
解釈に
も
関
わる
が 、
キ
リシ
タン
資

料で
は
口
語
資
料で
もパ
シ
を
あ
ま
り
用い
ない
とい
う
指
摘は
重
要で 、

こ
の
問
題は
もっ
と
掘り
下げて
頂き
た
かっ
た
とこ
ろ
で
あ
る 。

⑨は
⑦と
同じ
資
料を
対
象と
し
て 、
副
詞カ
ナ
ラズ
と
サ
ダ
メ
テ
の
意

味・
用
法
を
比
較し
た
もの 。
口
語
性と
文
語
性といっ
た
面か
ら
は
両
者

に
差
異は
認め
ら
ない
も
の
の 、
サ
ダメ
テ
は
lnn

m
v
といっ
た
文
学
性

を
持っ
た
も
の
に
多
用さ
れ 、
カ
ナ
ラズ
は
w
抄
物の
よ
う
な
文
学
性の
希

薄な
も
の
に
多用さ
れ
る
傾
向が
あ
る
と
さ
れ
る 。
雅
俗の
対立とい
うこ

と
に
な
る
の
で
あろ
うか 。
ただ 、
カ
ナ
ラズ
は
断
定・
命
令・
疑
問・
意

志な
ど
の
表
現に 、
サ
ダ
メ
テ
は
推量の
表
現に
多く
用い
ら
れ
るこ
と
も
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指
摘さ
れ
てい
る 。
と
な
れ
ば
「
同
義」
と
し
て
は
取り
扱え
ない
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
か
ろ
うか 。

⑩は
副
詞カマへ
テ
につ
い
て 、
平
安
時
代か
ら
室
町
時
代ま
で
の
資
料

を
見
渡さ
れ 、
中
世に
副調
化し
たこ
と 、
中
世
後
期で
は
命
令や
禁止
と

呼
応
す
る
例が
多く
な
るこ
と 、
ま
た 、
平
安・
鎌
倉
時
代で
は 、
和
漢
混

活
文の
軍
記
物
語や
説
話文
学に
多
く

現れ 、
室
町
時
代で
は
口
語
資
料に

多
用さ
れ
る
とい
うこ
と
が
指
摘さ
れ
てい
る 。
抄
物の
カマへ
テ
につ
い

て
は 、
文
献に
よっ
て
使用
頻
度に
差が
あ
るこ
と
を
指
摘さ
れ 、
文
語
資

料に
は
稀で
あ
るこ
と
をふ
ま
え
て 、「口
語
的か
あ
るい
は
文
語
的か
とい

っ
た
各
抄
物文
献の
性
格の
違い
に
因る
も
の」
と
さ
れ
る 。
室
町
時
代に

は
命
令や
禁止
に
呼
応
す
る
も
の
が
多い
と
す
れ
ば 、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献に

含ま
れ
る
会
話
文の
多
寡に
よ
る
差
異に
す
ぎ
ない
とい
う
見
方も
で
き
る

の
で
は
あ
る
まい
か 。

⑪
⑫
⑬⑭は『
御
伽
草
子』
を
対
象と
し
た
も
の
で 、
う
ち
⑪
⑫
⑭は『
御

伽
草
子』
の
文
章
を
雅
俗
折
衷
文
体と
し
て
捉
え 、
平
安
時
代のこ
と
ば
を

基
調と
す
る
な
か
に 、
中
世
語の
混
入が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
が
考

察さ
れ
てい
る 。

⑪で
は 、
接頭
辞「
御」
を
冠
す
る
形
容
調につ
い
て 、
「
御
心
苦し」
形

と
「
御い
た
は
し」
形の
阿
形が
見ら
れ
るこ
と
を
指
摘さ
れ 、
雅
俗
折
衷

の一
つ
の
姿と
さ
れ
る 。
⑫で
は 、
形
容
詞
諾
実
につ
い
て 、
語
幹を
基に

し
た
詠
嘆
表
現が
盛ん
で
あ
るこ
と
な
ど
が
明ら
か
に
さ
れ
てい
る 。
⑭で

は 、
文
末
部の
活
用
形と
係り
結び
の
実
態
を
分
析さ
れ 、
そこ
に
文
語と

し
て
の
規
範
意
識が
ど
の
よ
うに
投影し
てい
る
か
が
探
ら
れ
てい
る 。
文

末
部に
は 、
終止
形を
主と
し
な
が
ら
も
連
体形
終止
や
己
然形
終止
も
見

ら
れ
るこ
と
につ
い
て 、
『
御
伽
草子」
は「
読
者に
伝統
的な
古
典の
文
体

を
身
につ
け
させ
る
とい
う
意
図
を
も
もっ
てい
た
と
考
え
ら
れ
る」
(抗

ぺ)
と
さ
れ
る
点は 、
なお
傍証が
必
要で
あろ
う 。

⑬は
『
御
伽
草
子』
に
於け
る
美
を
表
す
形
容
詞
「〉つつ
く
し」
と
「い

つ
く
し」
を
取り
上
げ 、
両
者の
通用の
実
態
を
具
体
的に
示
さ
れ 、
ま
た 、

美
的
表
現に
類型
性が
認め
ら
れ
ると
説か
れ
てい
る 。
評
者が
輿
味を
引

か
れ
た
の
は 、
『
御
伽
草子」二
八
篇の
作品ご
と
に
両
者の
使用に
偏りが

あ
る
とい
う
指
摘で
あ
る 。
著
者は
意
味の
面か
ら
の
み
検
討さ
れ 、
両
者

を
「
同
義」
と
さ
れ
てい
るが 、
文
体
的
価
値は
当然
異なっ
てい
よ
う 。

『
御
伽
草
子』
内
部の
文
体の
多
様
性とい
う
問
題に
も
発展す
る
事
柄で
あ

る 。⑮
⑮は
内
閣
文
庫
蔵『
琵琶
行
抄」
を
中
心と
し
た
『長
恨歌・
琵
琶
行

抄』
の
研
究で
あ
る 。
⑮で
は 、
音韻・
語
法・
諾
泉の
商か
ら
本
抄に
見

ら
れ
る
注
目さ
れ
る
事
象が
取り
上
げ
ら
れ
てい
る 。
⑮で
は 、
内
閣文
庫

蔵『
琵
琶
行
抄』
の
異な
り
語
数と
述べ
語
数
及び
注
意さ
れ
る
語が
取り

上
げ
ら
れ
てい
る 。
多
様な
抄
物類を
語
発
構造か
ら
考
察し
て
ゆ
く
上
で 、

「六
物
図
抄』
と
の
比
較に
於い
て
示
さ
れ
た
異な
り
語数・
延べ
語数の
デ

ー
タは
貴重で
ある 。

四

第三
篇は
著
者の
主
要
研
究で
あ
る
『
論
語
抄』
に
関す
る
論
考が
まと

め
ら
れ
てい
る 。
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命⑬は
書
陵
部
蔵『
魯
論
抄』
を
対
象と
し
て 、
そ
の
資
料
性や
語
法に

つ
い
て
論じ
ら
れ
てい
る 。

⑪は
昭
和日
年の
発
表で 、
著
者の
抄
物
関
係
論
文の
初
出か
と
思
われ

る 。
『
魯
論
抄』
の
巻ご
と
の
筆
跡や
文
末
部の
構
造な
ど
か
ら 、
本
抄が
序

文か
ら
巻六
ま
で
は
聞
書 、
巻
七
以
降は
手
控とい
う二
重
構造を
な
し
て

い
るこ
と
を
明ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る(「補説」
で
明記されてい
るよ

う
に、

後
半
部
に
つ
い
て
は、

後
に
小
林
賢
次
氏
(
『
近
代
語
研
究」

5)

に
よ
っ
て

補
正
さ
れ
て
い
る)
。

評) r国語史の中世論孜j

⑮は
『
魯
論
抄』
の
語
法につ
い
て
の
詳
細な
記
述で 、
本
抄の
語
法の

大
要が
明ら
か
に
さ
れ
てい
る 。
⑪を
読ん
だ
読
者と
し
て
は 、
そこ
で
明

ら
か
に
さ
れ
た
本
抄の
二
重
構
造が
語
法の
上に
ど
の
よ
う
に
反
映し
てい

る
か
につ
い
て
も
知
り
た
く
な
る
とこ
ろ
で
あ
ろ
う 。

細か
く
見れ
ば
気に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る 。「カ
ラ
が
理
由を
表す
接
続助

トし

調と
し
て
用い
ら
れ
た
と
思
われ
る
例」
と
し
て 、
「
争カ
ラ
国ハ
乱テ
行ク

物ソ」
「
身ノ
不
調カ
ラ
起ル
ソ」
の
例
を
あ
げ
ら
れ 、
『室
町
時
代
言
語の

研
究』
の
所
説が
引用
さ
れ
てい
る
とこ
ろ(仰ぺ)
は 、
引用の
仕
方が
適

切
で
ないこ
と
は 、
うっ
か
りミ
ス
と
はい
え 、
指
摘し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
ない 。

⑩⑫はゾ
体
を
主と
す
る
口
語
性の
強い
『
魯
論
抄」
と
ナ
リ
体
を
主と

す
る
文
語
性の
強い
成
貸堂
本『
論
語
抄」
と
を
比
較し
て
の
考
察で
あ
る 。

⑮で
は 、
接
続
語・
文
末
辞・
文
構
造か
ら
両
者が
比
較さ
れ
てい
る 。

接
続
語につ
い
て
は 、
「
魯
論
抄』
はホ
ドニ
を
主と
し 、
成
賃堂
本『
論
語

抄』
は
「
間」
専
用で
あ
るこ
と
を
明ら
か
に
さ
れ
てい
る 。
文
末
辞につ

〔書

ナ
リ・
ゾ
の
意
味を
「
客
観
的
指
定
判
断」
と
「
主
観
的
指
定
判

断」
と
の
違い
と
説か
れ
る 。
抄
物の
文
体の
最も
著しい
特
徴は
文
末を

ゾ
ま
た
は
ナ
リで
結ぶ
とこ
ろ
に
あ
り 、
そ
の
意
味をど
うと
ら
え
る
か
は

今
も
抄
物
研
究上
の
大
き
な
課
題で
ある 。

⑮で
は 、
漢
文
訓
読
語の
影
響とい
う
面か
ら
両
者が
比
較さ
れ
てい
る 。

漢
文
訓
読
語(接続詞・
陳述副詞・
助動詞・
助詞)
の
使用の
有
無とい
う

点か
ら
見れ
ば 、
口
語
性の
強い
『
魯
論
抄」
と
文
語
性の
強い
『論
語
抄』

と
に
顕
著な
差
異は
見い
だ
し
が
たい
こ
と
が
指
摘さ
れ
てい
る 。
ち
なみ

に 、
本論
文よ
り
後のこ
と
で
あ
る
が 、
接
続調
「
故一
こ
は
室
町
時
代ま

で
は
「カル
ガユ
エニ」
と
訓 .すべ
きこ
と
を
鈴
木
博氏が
指
摘さ
れ
てい

る(「滋賀大紀要」
昭和ω・
3) 。

@
⑫
の)
⑮は
京
都大
学
清家
文
庫
蔵『
論
語
抄」
を
対
象と
し
た
論
考で

ある 。
い
て
は 、

@
⑫は
動
調の
語
法に
関す
る
考
察で
あ
る 。
@で
は 、
動
詞の
活
用
形

式
及
び
音
便形につ
い
て 、
その
実
態が
詳
細に
記
述さ
れ
てい
る 。
⑫で

は 、
変
格
活
用の
動
詞につ
い
て 、
口
語形と
文
語
形と
の
混在が
指
摘さ

れ
てい
る 。
@の
記
述の
な
か
で 、
ラ
行四
段活
用
動
調の
音
便形の
現れ

方につ
い
て 、
佐
竹
真
次
氏の『
詩
学
大
成
抄」
に
基づ
く
見
解(「言語」

昭和問・7)
を
引か
れ 、
本
抄に
は
その
原
則が
必
ずし
も
当
て
は
ま
ら
な

い
と
の
指
摘が
あ
る 。
書
写者が
考
慮さ
れ
るべ
き
問
題で
も
あ
る
が 、
個

別の
抄
物に
沈
潜し
た
研
究の
重
要
性が
こ
うい
うと
こ
ろ
に
も
示
さ
れ
て

い
よ
う 。

な
お 、
「コ
シ
ラへ
ル」
「
答エ
ル」
「タ
卜へ
ル」
「ツ
イへ
ル」
につ
い



て 、
山
内
洋一
郎
氏のい
わ
ゆ
る
「
擬一
段
化」(「国語学」
総)
の
可
能
性

が
あ
る
と
さ
れ
てい
る(悶ぺ)
が 、
室
町
時
代の
口
語
資
料に
於い
て
も
そ

うい
うこ
と
を
考
慮し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
の
で
あろ
うか 。
「
往ぬ」の
用

「
変
トハ

坐
トキ

起
イヌル
時
起
也」(三mmオM)
は「
寝ぬ」

例
中(抑ぺ) 、

で
あ
ろ
う 。

⑮は
敬
語
動
詞につ
い
て
の
詳
細な
記
述で
あ
る 。
@は 、
形
容
詞につ

い
て 、
異
な
り
語
数・
語
構成の
特
徴・
漢
文
訓
読
特
有
語と
和
文
脈
語と

の
使わ
れ
方
な
ど
の
観
点か
ら
検
討さ
れ
てい
る 。
漢
文
訓
読
語の
影
響と

い
う
問
題につ
い
て
は 、
本
論
文よ
り
先に
発
表さ
れ
た
⑩で
論じ
ら
れ
て

い
る
とこ
ろ
で
あ
る
が 、
形
容
詞の
場
合で
も
漢
文
訓
読
語と
和
文
語と
の

両
形が
見ら
れ
るこ
と
か
ら 、
漢
文
訓
読
語は
和
文
語と
の
「
位
相差が
相

当
失
わ
れ 、
ほ
と
ん
ど一
般
語
実
化し
てい
た」
と
さ
れ
てい
る 。
抄
物の

こ
と
ば
は
本
質
的に
漢
文
訓
読
語の
影
響
を
免れ
え
ない
もの
で
あっ
て
み

れ
ば 、
そ
の
使用の
有
無とい
う
と
ら
え
方に
は
お
の
ずか
ら
限
界が
ある

とい
うこ
と
で
あ
ろ
う 。

五
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本書
全
般につ
い
て
の
特
色や
今
後の
課
題は 、
小
林
芳
規
博士
の
序文

に
尽く
さ
れ
てい
よ
う 。
博士は 、「
本
書の
特色の一
つ
は 、
具
体
的な
特

定の
語や
語
法
を
取上
げて 、
対
象文
献の
語
例
を
網
羅し
て
拾い
出し 、

数
量
的に
も
処
理し
て 、
手
堅
く

現
象の
解
明に
迫っ
てい
る」
と
述べ
ら

れ
てい
る 。
誠に
労
作と
呼ぶ
に
ふ
さ
わしい
論
文が
少な
く
ない 。

近
年 、
文
献
語
学の
分
野に
於い
て
も
理
論
的・
体系
的
研
究に
比
重が

移りつ
つ
あ
る 。
そ
れ
は
歴
史
的必
然で
あろ
う 。
け
れ
ど
も 、
本書に
示

さ
れ
てい
る
よ
う
な
個々
の
文
献に
沈
潜し
た
手堅い
実
証
的
研
究の
重
要

性は
変
わ
るこ
と
は
ない
で
あろ
う 。

著
者の
主
要
研
究テ
lマ

は『
論
語
抄』
の
研
究で
あ
る(序言) 。
『
論
語

抄』
は
伝
本も
多
く 、
そ
れ
ら
を
系
統づ
けた
総
合
的な
研
究が
必
要で
あ

る 。
著
者に
よ
る
「
論
語
抄の
国
語
学
的
研
究」
の
大
成が
待たれ
る
とこ

ろ
で
あ
る 。

最
後に 、
繁
簡宜し
き
を
得ず 、
第四
篇「
鶏
肋」
につ
い
て
は
触れ
る

こ
と
が
で
き
な
かっ
た
点 、
ま
た 、
細
部に
と
ら
わ
れ
た
書
評と
なっ
て
し

まっ
た
点につ
い
て 、
非
力
を
恥じ
る
と
と
もに 、
著
者にご
寛
恕
を
請う

次
第で
あ
る 。

(一
九
九
九
年一
月三
O
日
発行

本
体
価
格一
九
O
O
O
円)

笠
間書
院
刊
A
5

判
七
六
Oぺ
l

ジ

-i尽
都
教
育
大
学
教
授

||

(
二
O
O一
年
七
月一
三
H
""， 
3ζ 

現


